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平成 年度の科学技術週間にあわせて、平17
成 年 月 日（水）に筑波農林研究団地17 4 20
では各研究機関が一斉に一般公開を実施しまし

た。

農業環境技術研究所では 「次世代につなげ、

よう 豊かな大地と環境」をメインテーマとし

て、 つの会場を設け研究成果の展示と圃場で5
のホウレンソウ等の収穫体験、トマト苗等のプ

レゼントを行いました。当日は玄関受付に早く

から参観者が訪れ、受付をすませた後、となり

の第１会場を起点にそれぞれの会場に進み、担

当者の説明を熱心に聞き入っていました。午後

になってから天候が心配され、終了間際になっ

て雨が降ってきましたが、各会場は多くの市民

1,093でにぎわい、受付で記帳された来訪者は

名でした。

今回の参観者からいただきましたアンケート

の結果を参考にしながら、一層わかりやすい研

究成果の紹介に努力しますので、次回もぜひご

来訪くださいますようお待ちしております。

第１会場：地球環境部の研究紹介

地球温暖化と農業生産との関係や、農地からの温

室効果ガスの発生抑制などの研究が紹介された

牧野知之主任研究官が若手科学者賞を受賞
平成17年度文部科学大臣表彰

化学環境部・重金属研究グループの牧野知之

主任研究官は、平成17年度科学技術分野の文部

科学大臣表彰において 『若手科学者賞』を受、

賞した。この賞は「萌芽（ほうが）的な研究、

独創的視点に立った研究等、高度な研究開発能

力を示す顕著な研究業績をあげた40歳未満の若

手研究者」を対象とするもので、本年は全科学

技術分野から選定された63名が受賞した。科学

技術週間の行事として、4月20日に虎ノ門パス

トラルで表彰式が行われ、中山成彬文部科学大

臣より賞が授与された。

受賞対象となった研究課題とその概要は以下

の通りである。

『農業環境分野における汚染土壌の修復に関

する化学的研究』

牧野主任研究官は、土壌中の重金属の挙動に

ついて化学的な面から研究を進め、カドミウム

に汚染された水田土壌の修復技術を、また、凝

集剤を利用した水田代かき時のダイオキシン流

出抑制技術を開発した。これらの研究成果は、

安全・安心な農業生産環境の確立と、国民の食

に対する安全確保に寄与するものとして期待が

大きい。
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